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2018 年卒の採用戦線がいよいよスタートする。近年、企業の採用意欲は高く、学生優位の「売り手

市場」は今年も続くと見られている。そんな中、企業の採用方針や施策について最新の状況を知るた

め、「キャリタス就活」掲載企業など全国の有力企業を対象に調査を実施し、その特徴を分析した。 
 

 

１．2018 年 3 月卒業予定者の採用見込み 

 ○「増加」29.3％、「減少」7.9％。7年連続で「増加」が「減少」を上回る 

２．採用活動のスタンス 

 ○「人数の確保より学生の質を優先」80.0％。一方、「人数の確保優先」が初めて 2割台に 

３．採用活動の開始予定時期 

 ○自社セミナー開始は 3月上旬～中旬がピーク。エントリーシートの受付は半数が「3月上旬」 

 ○面接開始のピークは「4月」と「6月上旬」に分かれ、内定出しの開始は「6月上旬」に集中 

４．2018 年卒採用のテーマと採用活動の方向性 

 ○一番のテーマは「母集団の拡大」。前年よりさらに増加。「採用重点層への訴求」が 2位 

５．自社の採用活動の見通し（難易度） 

 ○「非常に厳しくなる」「やや厳しくなる」を合わせて 82.2％が「厳しい」と回答 

６．3 月より前に実施した企業広報 

 ○9 割が 3月より前に企業広報を実施。「大学主催の業界研究セミナーに参加」が最多 

７．学生にアピールしたいこと 

 ○企業は「若手活躍」「職場の雰囲気」をアピール。学生の企業選びと乖離 

８．インターンシップ実施状況 

 ○今年度実施企業は 58.5％。前年度より 8.2 ポイント増加で、実施企業の満足度は低下 

 ○参加学生への優遇策は、「早い時期に本選考」「限定セミナー開催」「優先的に採用」など 

９．2017 年 3 月卒業予定者の選考終了状況 

 ○選考終了企業は 83.2％。充足率の平均は 83.7％。10 月調査からの伸びは 3.8％にとどまる 
 
 
 

《調査概要》 

調 査 対 象 ： 全国の主要企業  18,058 社 

調 査 時 期 ： 2017 年 1 月 30 日 ～ 2 月 7 日 

調 査 方 法 ： インターネット調査法 

回 答 社 数 ： 1,385 社 

 

 

 

 

 

調 査 機 関 ： 株式会社ディスコ キャリタスリサーチ 

◆本資料に関するお問い合わせ先 ： 03-4316-5505／株式会社ディスコ キャリタスリサーチ 

「2018年卒・新卒採用に関する企業調査－採用方針調査」 

＜2017 年 2 月調査＞ 

≪従業員数≫

～299人 300～999人 1000人以上

474社 544社 367社

≪業種≫

製造 非製造

543社 842社

≪株式≫

上場 非上場

315社 1070社

≪地域≫

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄

39社 69社 697社 223社 213社 83社 61社
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１．2018 年 3 月卒業予定者の採用見込み 

2018 年 3 月卒業予定者の採用見込みについて尋ねたところ、前の年（今春入社予定者）よりも採

用を「増加」すると回答した企業が 29.3％であるのに対し、「減少」は 7.9％。「増加」が「減少」

を 20 ポイント以上、上回っている。企業の採用見込みは、リーマン・ショック後の 2011 年卒採

用を底に増加傾向が続いているが、来春に関しても引き続き堅調ぶりが表れている。 

従業員規模別に見ると、いずれの規模も「増加」が「減少」を大幅に上回るが、従業員 1000 人

以上の大手企業において 3 割超（31.1％）が増加と回答。来期についても大手企業に牽引される

かたちで採用数が増えそうだ。業界別では、いずれも前年より「増加」が「減少」を上回ってい

るが、前年同様「IT」「サービス業」で「増加」と回答した企業の割合が高い。 

採用見込みを属性（学歴）別に見ても、すべての属性で増加傾向が見られ（グラフは次ページ）、

中でも大卒理系において増加を予定する企業が多いのが目立つ。 
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２．採用活動のスタンス 

2018 年卒採用のスタンスについては、「採用予定人数の確保よりも、学生の質を優先」という

企業が 80.0％と依然大勢を占める。しかし、「学生の質よりも、採用予定人数の確保を優先」さ

せる企業が 20.0％と、前年調査（18.9％）より 1.1 ポイント増え、1997 年に当項目を調査開始以

降、初めて 2割台をマークした。 

売り手市場になると「質優先」の数字は下がる傾向にあり、今回で 7 年連続の低下。人材獲得

競争の過熱ぶりが表れている。 
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３．採用活動の開始予定時期 

2017 年卒と同じ日程ルール（3 月採用広報解禁、6 月選考解禁）で行われる 2018 年卒採用だが、企

業の採用活動時期に変化は見られるだろうか。 

自社セミナー・説明会の開始は、3 月上旬から中旬に集中しており、特に 3 月中旬（27.3％）

は前年より 6.1 ポイント増加。前年 3月下旬以降に開始していた企業が、早めるものと見られる。 

エントリーシート受付開始は、約半数（49.3％）の企業が 3 月上旬と回答。前年より大幅に増

加し（14 ポイント増）、採用広報解禁直後の 3月上旬への集中度合いがいっそう高まる見込みだ。 

なお、エントリーシートの結果通知開始は 3月下旬が最も多く（17.0％）、3月末までに結果通

知を開始する企業は過半数に上る（51.9％）。 
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※「2017年卒」は、2016年7月調査
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 次に面接開始と内定出し開始の予定時期を確認したい。 

面接の開始は、選考解禁直後の6月上旬（13.7％）が最も多いものの、4月までに約7割（67.8％）、

6月の選考解禁前には 8割以上（81.5％）が面接開始を予定。前年以上に動きが早まる見込みだ。 

内定出しの開始時期は、6月上旬に集中（19.9％）。しかし 6月より前に内定出しを開始する企

業は 6割を超え（61.4％）、前年（57.5％）より動きが早まりそうだ。従業員規模別に見ると、規

模が大きいほど、6 月上旬の集中度合いが高く、1000 人以上の大手企業では 2 割強（25.0％）に

上る。 
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≪面接の開始・従業員規模別≫ （％）
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（％） *「内定」には「内々定」を含む

※「2017年卒」は、2016年7月調査

≪内定（内々定）の開始・従業員規模別≫ （％）
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９月

以降

～299人 3.9 1.5 2.0 4.9 7.1 8.3 9.6 10.3 5.9 8.6 16.4 6.1 5.4 2.5 2.0 1.2 2.2 0.2 0.2 1.7

300～999人 2.1 2.0 2.1 4.7 7.6 5.7 11.5 11.1 8.4 7.0 19.1 5.5 5.9 2.5 0.8 1.4 0.8 0.8 0.2 0.8

1000人以上 2.3 1.1 1.4 5.7 7.5 7.8 10.1 10.9 5.5 7.2 25.0 5.7 5.2 0.9 0.9 0.9 0.9 0.3 0.0 0.9
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４．2018 年卒採用のテーマと採用活動の方向性 

2018 年卒採用の一番のテーマを尋ねたところ、最も多くの企業が選んだのは「母集団の拡大」で、

27.9％と前年調査（24.9％）から 3ポイント増えた。採用数の増加に伴い、母集団形成を命題とす

る企業がますます増えていることがわかる。一方で、前年4位だった「採用重点層への訴求」が17.7％

で 2位に上がり、対象となる学生にしっかりとアピールしたいとの考えも強まっている。 

採用活動の方向性については、「学内セミナー」で 6割強（64.8％）、「自社セミナー」で 5割強

（54.9％）の企業が前年より「増やす」など、引き続き積極的に学生との接点を増やす意向が見

て取れる。また、「採用活動地域」「採用対象校」も「拡大する」が「縮小する」を大きく上回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【Voice1】――採用活動の方向性 

○2017 年卒採用においては母集団形成に苦戦したため、採用学生の質を高めるためにも、2018 年卒は露出を増や

し、母集団形成に注力する。                          ＜エンターテインメント＞ 

○外部セミナーへの参加を増やすこと、また自社セミナーの開催回数を増やすことで母集団の早期形成を図る。 

＜銀行＞ 

○3月～4月までで、どれだけの学生と会えるかが勝負だと思っています。          ＜水産・食品＞ 

○企業認知してもらうための広報活動は重要だと考えるが、本気(志望)度の高くない母数を増やしても採用効率

が上がらないので、ターゲットを絞った密度の濃い採用活動を行っていきたい。    ＜自動車・輸送用機器＞ 

○社員との接触機会を増やすことで、内定辞退率の低下を図る。   ＜情報処理・ソフトウエア・ゲームソフト＞ 

1.0

1.5

4.1

4.8

6.7

13.7

7.8

17.9

10.2

24.9

0.7

1.2

4.8

5.2

6.9

7.7

11.0

16.9

17.7

27.9

0.0 10.0 20.0 30.0

その他

採用コストダウン

選考プロセスの改善

採用業務の効率化

企業理解促進

学校との関係強化

3月より前（プレ期）のアプローチ

選考中／内定後の辞退防止

採用重点層への訴求

母集団の拡大

2018年卒採用の一番のテーマ

2018年卒

2017年卒

（％）
*1つだけ選択

36.6
（35.5）

39.9
（39.8）

43.0
（43.0）

54.9
（56.7）

64.8
（62.2）

59.6
（60.8）

57.4
（57.8）

55.7
（54.8）

41.5
（40.6）

31.3
（34.6）

3.8
（3.7）

2.7
（2.5）

1.3
（2.2）

3.5
（2.7）

3.9
（3.2）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

採用活動を行う地域を拡大する

採用対象校を拡大する

ＷＥＢ上の露出を増やす

自社セミナーの開催数を増やす

学内セミナーへの参加を増やす

採用活動の方向性

Ａに近い どちらでもない Ｂに近い

減らす

減らす

減らす

縮小する

Ａ Ｂ

減らす

縮小する
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５．自社の採用活動の見通し（難易度） 

自社の 2018 年卒の採用活動をどのように予想しているのか、その見通しを尋ねた。 

「非常に厳しくなる」（35.7％）と「やや厳しくなる」（46.5％）を合わせて 82.2％が「厳しい」

との見方を示した。前年調査に比べ「非常に厳しい」の割合は減ったものの、「やや厳しい」が大幅

に増えたため、厳しいと見る企業の割合は増加した。従業員規模での大きな差は見られないが、大

手企業において「厳しい」の合計が最も高い（84.0％）。冒頭で確認したように、大手を中心に採用

数は 7年連続で増加する見込みであり、採用数確保に向け危機感を抱く企業が多いと見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．3 月より前に実施した企業広報 

採用情報を伴わない企業広報について、プレ期（3月より前）の実施状況を調査した。「企業広報

はしていない」という回答は 1 割（10.2％）にとどまり、9 割の企業は何らかの広報を実施。最

も多いのは「大学主催の業界研究セミナー」で 56.9％と過半数。次いで「キャリアセンター訪問」

48.1％が続き、大学を通しての働きかけが多いが、「就職情報会社主催のイベントに参加」（46.8％）、

「就職情報サイトでの企業情報公開」（45.6％）なども 4割を超える。なお、企業規模が大きいほ

ど実施率は上昇し、より多くの手法を組み合わせる傾向が強い。 

 

 

 

 

 

10.2

2.7

2.7

8.3

26.6

28.4

38.3

45.6

46.8

48.1

56.9

0.0 20.0 40.0 60.0

プレ期には企業広報をしていない

その他

WEBセミナーの実施

SNS（Twitter・Facebook・

LINEなど）の活用

大学の研究室・教授訪問

自社で業界研究・仕事研究などの

セミナーを開催

自社採用ホームページでの情報公開

（不特定多数向けの情報発信）

就職情報サイトでの企業情報公開

就職情報会社主催のイベント

（業界研究など）に参加

大学のキャリアセンター訪問

大学主催の業界研究セミナーに参加

プレ期（3月より前）に実施した企業広報

（％）

34.4

36.7

35.6

38.4

35.7

49.6

45.5

45.1

38.0

46.5

15.2

16.4

17.8

19.9

16.5

0.8

1.5

1.5

3.6

1.3

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1000人以上

300～999人

～299人

（前年全体）

全 体

自社の採用活動の見通し

非常に厳しくなる やや厳しくなる どちらともいえない やや楽になる 非常に楽になる

～299人
300～

999人

1000人

以上

39.5 60.3 74.1

39.5 47.7 59.5

33.8 45.9 64.5

38.2 48.1 51.5

34.7 38.5 42.7

20.6 27.6 39.4

18.7 27.1 36.1

8.5 8.3 8.3

1.3 3.0 3.9

3.5 2.3 2.2

14.5 10.3 4.4
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７．学生にアピールしたいこと 

企業は自社のどのような点を学生にアピールしようとしているのだろうか。あてはまるものを

5 つまで選んでもらったところ、最も多かったのは「若手が活躍できる」（46.8％）で、「職場の

雰囲気が良い」（43.0％）、「安定している」（42.3％）と続いた。 

この結果を、学生に尋ねた「企業選びで重視すること」と比較してみたところ、「若手が活躍で

きる」は、学生側は僅か 5.7％で、大きく乖離。逆に、学生の方が高く、企業が低い項目は「将

来性がある」や「給与・待遇が良い」など。学生が求めるものと、企業側が訴求したい点にズレ

が見られた。 

0.2

21.5

7.8

17.8

3.4

36.7

7.1

5.4

3.6

2.5

6.4

3.8

13.7

9.2

12.9

8.7

24.4

18.9

12.7

43.9

26.8

16.8

26.6

9.6

5.6

6.2

13.1

20.6

47.6

29.8

5.7

1.0

1.8

2.8

3.0

3.1

4.6

4.7

5.2

5.2

5.7

5.7

7.3

7.4

7.6

8.3

11.5

13.0

14.9

15.0

16.2

17.4

17.6

18.9

19.5

19.5

22.5

32.6

40.5

42.3

43.0

46.8

0.0 20.0 40.0 60.0

その他

大企業である

優秀な人材が多い

有名企業である

幅広い人脈がつくれる

給与・待遇が良い

立地・オフィス環境が良い

希望の職種に就ける

経営者が魅力的

専攻・資格が活かせる

企画力・オリジナリティに優れている

海外で働ける

世の中に影響力が大きい

残業が少ない

希望の勤務地で働ける

高いスキルが身に付く

休日・休暇が多い

仕事内容が魅力的

企業理念に共感できる

将来性がある

福利厚生が充実している

業界順位が高い

業績・財務状況が良い

製品・サービスの質が高い

男女・学歴などの差別がない

社員の定着率が高い

教育・研修制度が充実している

社会貢献度が高い

安定している

職場の雰囲気が良い

若手が活躍できる

学生にアピールしたいポイント

学生にアピールしたいこと（企業）

企業を選ぶ際に重視すること（学生）

（％）

※企業・学生とも全31項目から5つまで選択

※「企業を選ぶ際に重視すること」は、「キャリタス就活 学生モニター調査」（2017年1月調査）より
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８．インターンシップ実施状況 

今年度（2015 年 4 月～2016 年 3 月）にインターンシップを「実施した」と回答した企業は、約 6

割（58.5％）で、前年実績（50.3％）を 8.2 ポイント上回る。大手企業では実施率が 8割近く（76.9％）

に上っている。 

実施時期は、夏季（8月、9月）は前年との変動が少ない一方、「2月」が 59.5％から 67.6％へ

と 8.1 ポイント増加。「12 月」も 21.9％から 32.2％と 10 ポイント以上増加するなど、冬季の増

加が目立つ。 

インターンシップを実施した満足度については、「質・量ともに満足」が 36.4％で最も多いも

のの、前年（42.4％）より 6ポイント減少。「量」に不満を感じる企業が増加しており、インター

ンシップ実施企業の増加に伴い、参加学生の動員に苦戦するケースもあったようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.5
（60.2）

46.7
（38.2）

29.7
（29.4）

46.1
（40.4）

10.4
（9.7）

14.0
（10.5）

12.2
（9.4）

12.4
（9.9）

1.6
（2.8）

2.6
（4.9）

4.2
（3.9）

2.9
（4.0）

21.5
（27.3）

36.8
（46.4）

53.8
（57.3）

38.6
（45.6）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1000人以上

300～999人

～299人

全 体

今年度（2016年4月～2017年3月）のインターンシップ実施状況

前年に引き続き実施した 前年は実施しなかったが今年は実施した
前年は実施したが今年は実施しなかった 前年に引き続き実施しなかった

1.5 1.5 2.6
7.8

46.3

34.1

12.2 13.6

21.9
29.7

59.5

4.6
1.1 1.1 1.6

8.3

47.6

33.5

14.8
18.9

32.2
34.3

67.6

4.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

2015年

4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2016年

1月

2月 3月

インターンシップの実施時期

前年度 今年度

（％）

4.2

0.9

16.8

27.6

20.8

67.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

１カ月以上

３週間程度

２週間程度

５日間（１週間程度）

２～４日間

１日以内

インターンシップの期間（日数）
（％）

質・量ともに

満足

36.4%

（42.4%）
質的には

満足だが、

量的に不満

27.3%

（24.5%）

量的には

満足だが、

質的に不満

21.6%

（20.6%）

質・量ともに

不満

14.7%

（12.5%）

インターンシップ実施の満足度
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インターンシップ実施の目的について尋ねたところ、「採用活動のための母集団形成」が最も多

く、7 割強に上る（72.6％）。続く「企業 PR、イメージ向上」（63.7％）が、前年より大幅に増加

するなど（19.5 ポイント増）、多くの企業が早期広報の一環として捉えていることが分かる。 

インターンシップ参加学生に対して何らかの優遇策を講じるという企業は 6割強（62.9％）。具

体的な優遇策としては、「早期選考」が最も多く（39.4％）、前年より 6.8 ポイント増加した。次

いで「限定セミナーの開催」（35.5％）など。インターンシップ参加者を母集団につなげるための

施策を積極的に実施している様子がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【Voice2】――インターンシップ実施の満足度 

【質・量ともに満足】 

○昨年に比べて応募者が増え、参加者を選考できたため、質も向上した。  ＜機械・プラントエンジニアリング＞ 

○予定を大幅に超えた応募があり、内定を出したいと思える学生が多くいた。    ＜精密機器・医療用機器＞ 

○3 月以降に出会う学生よりも圧倒的に優秀で、かつ自社に合う学生が多いと感じた。 ＜調査・コンサルタント＞ 

○学生の理解度が高く、受け入れ部門の評判も良かった。                  ＜電子・電機＞ 

【不満】 

○1DAY タイプの開催が他社でも増え、学生の参加者が減った。    ＜情報処理・ソフトウエア・ゲームソフト＞ 

○学生もインターンシップを選んでいるので、中小企業には関心が薄いと感じた。      ＜商社（専門）＞ 

○目的意識がなく「とりあえず」と安易な気持ちで参加した学生が一定数見られた。      ＜電子・電機＞ 

1.1

9.0

12.1

20.3

27.5

31.8

48.0

44.2

66.8

1.0

8.9

11.2

17.3

24.4

32.6

47.3

63.7

72.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

その他

職場の活性化

産学連携による人材育成

地域・社会貢献

大学・研究室との関係構築

優秀な人材の採用（採用直結型）

学生の職業観の涵養

企業ＰＲ、イメージ向上

採用活動のための母集団形成

インターンシップの目的

今年度

前年度

（％）

5.9

5.7

5.4

7.8

13.5

22.9

31.8

33.2

32.6

5.1

3.3

3.5

5.5

15.1

20.2

29.6

35.5

39.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

その他の優遇策

インターンの成績優秀者に内定（内々定）を出す

筆記試験を免除

リクルーターを付ける

書類選考（エントリーシート）を免除

面接の回数を減らす

評価が同じ場合、インターン学生を優先的に採用

インターン学生限定のセミナー等を開催

非参加学生の選考よりも早い時期に選考

インターンシップ参加学生の採用での優遇策

今年度

前年度

（％）

※優遇策を実施する企業が回答
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来年度（2017 年 4 月～2018 年 3 月）のインターンシップの予定を尋ねたところ、「実施する」と回

答した企業は半数を超え（52.0％）、前年同期調査（43.2％）を大きく上回った。実施予定時期を

見ると、7月～9月が最も多く 6割強（65.8％）。冬季（1月～3月）も、前年調査（47.2％）から

大幅に増加し 6割に迫る（59.4％）。いずれの時期も前年調査よりも増加しており、インターンシ

ップは、今年度以上に加熱することが予想される。 

現在、インターンシップのあり方について、多方面で見直しが進められているが、採用に結び

付けることへの考えを尋ねたところ、「企業規模にかかわらず結びつけてよい」が約半数（49.8％）

で、「中小企業限定で結びつけてよい」（10.8％）と合わせると 6割強（60.6％）が肯定的だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Voice3】――インターンシップを採用に結びつけることについて 

【採用に結びつけてよい】 

○インターンシップを通じて、学生と企業の双方の理解が深まった上で、入社意欲・採用意欲が高まるのならば、

採用に結び付けても問題ないと考えます。                        ＜電子・電機＞ 

○インターンシップで実際の仕事を体験した学生の方がミスマッチを防げるため。      ＜商社（総合）＞ 

○中小企業は人材確保が難しいため、大手とは異なる人材確保の仕組みが必要だと考えます。  ＜電子・電機＞ 

○既に水面下では実質このような事がおこなわれているから。            ＜自動車・輸送用機器＞ 

○学生も望んでいると感じるため。                              ＜専門店＞ 

【採用に結びつけるべきではない】 

○インターンシップを開催できない企業が不利になるため。                 ＜水産・食品＞ 

○採用活動が長期的になり、企業・学生双方の負担が増えると考えます。             ＜専門店＞ 

○大手企業の青田買いが進む懸念があるため。                   ＜建設・住宅・不動産＞ 

55.6

47.8

47.7

49.8

7.1

11.2

13.3

10.8

15.3

14.9

10.5

13.5

22.1

26.1

28.5

25.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1000人以上

300～999人

～299人

全 体

インターンシップを採用に結び付けることについての考え

企業規模にかかわらずインターンシップを採用に結びつけてよいと思う
中小企業に限定すればインターンシップを採用に結びつけてよいと思う
インターンシップを採用に結びつけるべきではない
どちらともいえない／わからない

実施する

52.0%

（43.2%）
実施

しない

24.7%

（31.1%）

未定

23.3%

（25.7%）

来年度（2017年4月～2018年3月）の

インターンシップ実施予定

4.8

59.5

27.6

47.2

16.9

4.2

65.8

37.2

59.4

14.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

2017年

6月以前

7月～9月 10月～

12月

2018年

1月～3月

時期は

未定

インターンシップの実施予定時期

今年度 来年度

（％）
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９．2017 年 3 月卒業予定者の選考終了状況 

最後に、2017 年 3 月卒者（現 4 年生）の採用選考状況を確認したい。4 月入社まで約 2 カ月と

いう時点で、採用活動を「終了した」と回答した企業は全体の 83.2％。前年同期調査（82.3％）

をやや上回る。従業員規模別では、規模が大きくなるほど終了率は上がり、1000 人以上の大手企

業では 9割近い（87.4％）。 

採用予定数に対する内定者の割合、いわゆる「充足率」の平均は 83.7％。前回調査（2016 年

10 月調査、79.9％）から 4カ月間の伸びはわずか 3.8 ポイントにとどまり、10 月以降は充足率を

高めるよりも、次の 2018 年卒者の採用活動準備へと切り替えるケースが多かったのではないかと

推察される。調査時点で採用選考を終了している企業の充足率の平均は 87.4％だった。 

なお、充足率についても企業規模が大きいほど高く、大手企業は 89.9％と 9割近いが、中小企

業では 78.3％と、10 ポイント以上の差が付いている。業界別では「金融」が 93.6％で最も高く、

最も低いのは「サービス業」で 80.9％だった。 
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※「終了企業」は、採用を終了した企業

※「非終了企業」は、調査時点で採用を継続している企業
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